
 

 

 

 

 

 

 

 1月 7日（土）の神戸新聞朝刊「語ろう あか

しドリーム」の記事です。この記事の“子ども

の成長 地域で支える”という見出しが目に飛

び込んできました。 

「どんなことをしているのだろう？」 

「どんな人なんだろう？」 

「どんなことが始まっているの？」 

「コミスクとつながるのでは？」 

  「放課後スクールという、学童と児童館の機能を兼ね備えるって？」 

是非話を聞いてみたいと、どんどん興味がわいてきました。 

 “NPO法人みっくす”さんの HPをみると認

知スキルと非認知スキルのバランスをベー

スに、未来に向けた視点での方針（左図）が

またまた目に飛び込んできました。 

今回の学習指導要領、幼稚園要領、保育指

針等の改定で 3 歳児から貫かれた 3 つの柱

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学

びに向かう力・人間性」や、自己肯定感の大切さを、視覚的に捉えやすくされているなど、

ますます興味がわいてきました。 

お話を聞いてみたいなと思っていたところ、ラッキーなことに、つないでいただける方

がおられ、アポをとることができ、お話をする機会を持つことができました。 

明石に転居してこられ、子育てをおこなうにあたって、明石には保護者が共働きの児童

対象の学童クラブはあるが、「児童館」のような子育て中のママさんが交流したり、幼児か

ら高校生まで子どもたちの居場所となる場所がない。また当時 3 歳児を見てくれる幼稚園

がなかったことなどから、それなら自分たちでつくってしまえということからスタートし

たというお話から始まりました。“すごいフットワーク”と心の中で叫んでしまいました。

また、明石の特徴である、コミュニティセンターの役割についても、生涯学習の拠点とし

ての中学校コミセンや、まちづくりの拠点としての小学校コミセンなど、その特徴をもっ

と生かすにはといった視点から、大きな意味での学校の役割のはなし、未来を生きる子ど

もを育んでいくために必要な社会の仕組、日本の未来への期待と危機感など、教育者であ

ると同時に、子どもが育つ仕組を創り出していく経営者としての視点でのお話を聞かせて
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想像し 創造する ２つの“そうぞう力” 



いただきました。お話を聞きながら、一つ先の時代、さらにその先の時代を読み解き、想

像しながら、今しなければいけないことを考えておられるんだと感じました。“未来を想像

できるから、今、必要なことを創造することができる”といったことをまず学べたことが

収穫です。また、話の中で、地域の高齢者の方との交流や高校生ボランティアの活用など

を 10年以上前から取組まれているのを聞き、コミュニティ・スクールが導入される前から

地域では、“人は人を浴びて人になる”といった人とのつながりを大切にした人を育てる仕

組が動き始めていたことを知り、学校の中にいては気が付かないことがいっぱいあると改

めて感じました。また、お話を聞きながら、“思い付きは悪いように言う人がいるが、普段

からいろいろと考えているから思いつくんや！思いつくからやれるんや！”とある人から

いわれたこと思い出しました。これからの子どもたちを育てていくには、“想像し、創造す

る、２つのそうぞう力”が必要なんだと感じました。一度“みんなでラボろう”で、“民間

視点の発想”みたいな視点で話題提供していただきながら、幅広い立場の参加者の方と対

話ができたらいいなと妄想が始まりました。 

鳥羽小学校

が今年の校内

図工展で地域

の方の作品も

展示するとい

う情報が入り、

早速見学に行

ってきました。

今年度が初め

ての試みということで、パイロット的に子どもたち

の作品は体育館の壁面に、そして、地域の方の作品

はコミセン会議室と２会場での開催になりました。

見学してみると雰囲気が変わり、子どもたちもじっ

くりと鑑賞しやすいのかなとも思ったりしました。

何よりも、まずスタートとして、地域の方からの作

品が１７点も集まったことはすごいなと感じました。 

地域の方の作品

の発表の場として、

地域の皆さんだけ

でなく、刺激を受け

た子どもたちの創

作意欲がどんどん

高まっていけばいいなと思いました。そのためには、作品を通してどんな交流ができるか

を考えてみるのも面白いのではと思います。ここでも必要となってくるのが想像力と創造

力ですね。先生の中でまず想像が始まればいいなと思います。（文責：北本） 
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～子どもたちの作品とともに、皆様の平面作品も展示しませんか～ 


